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チャイムってどんな曲？

その１　泉大津市出身の小学生時代からの同級生 3人
と高校の同級生の 4人組が演奏！

その２　男女のツインボーカルでリズミカルな曲！

その３　プロモーションビデオ撮影は、泉大津の思い出
の場所、自分たちの特別な場所を巡って撮影！
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21組の頂点が決まる！21組の頂点が決まる！21組の頂点が決まる！

謎の羊バンド「The Blanketsコンテスト」謎の羊バンド「The Blanketsコンテスト」謎の羊バンド「The Blanketsコンテスト」
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ブ ランケ
ッ
ツ

」

3 月 28 日、最終実演審査が行われました。

応募バンド 21 組の中から１次審査を通過した 3 組が市長や

ミュージシャン ( プリンセスプリンセス・オセロケッツ）

など 5名の審査委員の前で自慢の曲を披露！

審査の結果、泉大津市内のグループによる№３の「チャイ

ム」が最優秀賞に輝きました。詳しくは、市ホームページへ。

審査員コメント

最も心にぐっと入ってくる曲。
声も抜けがよく、ツインボーカルの感じがとても
いい。これからも続けて上を目指してほしい。

南出市長からお礼

審査員の皆さん

市ホームページ

参加者全員で記念写真

　受賞した3組をはじめ、応募いただいた21組の皆さんには、泉大津を一緒に盛り上げようと、時間、
思い、労力をかけていただいたことに、心から感謝を申し上げます。
　審査員の皆さんから、この取り組みは発展の可能性が大いにあるとご意見をいただきました。こ
れからも地元市民の皆さんに泉大津への愛着や誇りを持ってもらえるよう、この取り組みをさらに
発展させ、音楽を通じてのまちづくりを新たに挑戦していきたいと思っています。
　ブランケッツの皆さん、市民の皆さんとともに、一緒になって毛布のまち泉大津を全国に PR して
いけたらと思います。今後ともご協力宜しくお願いします。

ブランケッツの今後の活躍に乞うご期待！

市内外のイベントや、新たなＰＶに出演していただきます

ブランケッツの今後の活躍に乞うご期待！

市内外のイベントや、新たなＰＶに出演していただきます
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募集中！

地域課題の解決に役立つ
　　　　　研修費用を補助します

①次のすべてに該当する市民活動団体
ア）非営利で公益を目的として活動を行っている団体または公益活動を始めようとしている団体　
イ）団体の運営に関する規約、会則、定款その他の定めがある団体
ウ）3人以上の者で構成される団体で、その構成員の 2分の 1以上の者が本市内に住所を有し、本
市内の事務所もしくは事業所に勤務し、または本市内の学校に在学している者である団体　

②講座で学んだことを生かし、市民公益活動団体の設立や市民公益活動に参加する者
　　今後の市民活動、地域課題の解決に向けた新たな活動展開が期待される研修または地域活動を
　　先導するリーダーとしての活躍が期待される研修で、市が認めるもの。
　　ただし次に掲げる研修は対象外。
　　①政治活動、宗教活動または営利活動に関する研修
　　②利益追求を目的とした資格取得のための研修
　　③受講者個人のみが利益を受けることが想定され、所属する市民活動団体の活動への反映が直
　接的に期待できない研修
　　④市から他に補助や助成を受けて受講する研修
　 　市が職員を派遣して行う視察などで市が同行するもの。
①受講料およびテキスト代
②交通費および宿泊費などの旅費
　　①補助対象経費の3分の 2以内の額で、１人当たり上限3万円
　　②同一の団体に対する補助は、講座ごとに2人までとし、かつ、１年度につき上限6万円
　　③同一の個人・団体に対する補助は、1年度につき1回限り
　　視察などに参加する補助対象者は、1人 1回あたり上限10万円とし、全額を補助
①事前に申請書を提出する必要あり。研修終了後30日以内に報告書を提出すること。
②補助を受けた団体および個人は、市が実施する市民参画手続きおよび市民協働に関する事業に　
積極的に参加するようにしてください。

補 助 対 象 者

補助対象研修

補助対象経費

補 助 金 の 額

そ の 他

　地域で活躍する人材を育成することを目的とした研
修に参加する人・団体を支援するため、市がその費用
の一部（下記参照）を補助します。研修で学んだ内容を
生かして地域の課題を解決していこうとする非営利・公益
的な活動を行う人・団体を募集します。

人材育成地域で活躍する人の学びを支援！

　人口減少と少子高齢化で、公園や緑地への維持管理
費の予算が削減される中で、行政と地域の住民や民間
企業などとの協働での「公園経営」でコストを押さえ
た手法を学ぶ。

■緑化ボランティア協議会

市が補助を行ったこれまでの実績（一部）

　東京都立川市自治会連合会の自治会加入促進に係る
先進事業を視察し、加入促進の事業実施における現状
や課題について学ぶ。

■泉大津市自治会連合会

学

んで
地域に還元

学

んで
地域に還元

市×地域住民
×民間企業で
公園経営

加入促進の
現状や課題を
再確認！

協働のまちづくり人材育成事業補助金について

詳しくは
こちらから

A

B

B

A

　申込･問合　申請書（市役所4階市民協働推進課で配布。
　市ホームページからダウンロードも可）を市民協働推
   進課に直接提出（郵送不可）

　拡充しました！

　NEW!!

　NEW!!
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家賃の最大 36％引！
UR 賃貸住宅の家賃を助成します

　市外から助成対象住宅に転入される若年夫婦世帯または
子育て世帯に属する人。
※若年夫婦世帯とは、申請者とその配偶者が同居しており、
申請者とその配偶者の満年齢の合計が 70 歳以下である世帯
※子育て世帯とは、申請者またはその配偶者が義務教育終
了前の子と同居している世帯

助成対象者

　市外から市内の UR 賃貸住宅に、「Ｕ35 割」による賃貸契約で、転入された若年世帯の住宅使用料の一部を助成します。
本市では、UR賃貸住宅への若年世代の転入により、地域の活性化を図るため家賃の一部を助成しています。

　市に所在する UR 助松賃貸住宅で、Ｕ35 割で募集を行う
住戸のうち１住戸の間取りが 2DK 以上であること。
　耐震性能について、昭和 56 年 6 月 1 日以降に建築基準
法 ( 昭和 25 年法律第 201 号）に基づく建築確認または適
合通知もしくは同等の耐震基準に適合していること。

助成対象住宅

助成金額
　割引適用後の月額家賃の 20％相当額（上限 1万 5,000 円）
を 12 か月間

　詳しくは、ホームページ掲載の「泉大津市転入促進賃
貸住宅家賃助成金申請の手引き 」をご覧ください。「Ｕ
35 割」の詳細は、URの窓口にお問い合わせください。
助成金のお問い合わせは、建築住宅課（市役所 2階 23
番窓口）へ

住宅リフォーム工事費の一部を助成します
　若年世代の転入による三世代同居・近居を促進し、子どもを安心して産み育てられ、また高齢者も安心に暮らすことが
できる住環境を創出することや中古住宅の流通促進を図ることを目的として住宅リフォーム工事を行う場合に工事費用の
一部を下記の通り助成します。
　ただし、交付申請を行う前にリフォーム工事を着工された場合は、助成金交付の対象となりませんので、ご注意ください。

・市内に住居を自ら所有し、居住していること。
・申請日時点に親世帯が継続して３年以上市内に居住してい
   ること。
・平成 30 年 4月 1日から申請日までを基準日として、子世
   帯が継続して１年以上市外に居住していたこと。
・子世帯が、平成 28 年 4月 1日以降、市内に中古住宅を購
   入し同居・近居、または親世帯が居住する住宅に転入（同居）
   し、世帯全員が居住していること。
・三世代世帯の全員が市税を滞納していないこと。
・三世代世帯の構成員の全員が過去にこの助成金の交付を受
　けたことがないこと。

助成対象者

・適法に建築がなされ、建築後 5年を経過していること。
   ※建築確認済証などが必要です。
・これからリフォーム工事を実施する住宅。

助成対象住宅

・リフォーム工事に対する費用が 20 万円（税抜）以上であ
   ること。
・助成交付決定前に工事に着工していないこと。

助成対象工事

・リフォーム工事に要する費用の内、助成対象費用の 10 分
   の 1 に相当する額（上限 20 万円）。
・耐震改修と併用する場合は、助成対象費用の 10 分
   の 2 に相当する額（上限 30 万円）。

助成対象金額

　詳しくは、ホームページ掲載の「近居・同居等促進住
宅リフォーム助成金申請の手引き 」をご覧ください。な
お、助成金の交付を希望される対象者は、必ず事前に、
建築住宅課（市役所 2 階 23 番窓口）へ相談を行ってく
ださい。

三世代近居・同居などの住宅リフォーム助成金について

9 広報いずみおおつ　平成30年5月号

木造住宅の耐震化を促進

木造住宅の耐震改修補助制度の補助金上乗せについて
　市では、木造住宅の耐震化を促進するため、市内の昭和 56 年 5月 31 日以前に建築され、居住されている木造
住宅について、現在実施している耐震改修補助金額の上限を 30 万円上乗せし補助しています。
補助金額は、次のとおり
耐震診断補助…耐震診断費用の内、4万 5,000 円を限度。
耐震設計補助…耐震設計費用に 10 分の 7を乗じ、1,000 円未満を切り捨てた額、10 万円を限度。
耐震改修補助…耐震改修費用の内、上乗せ後、70 万円を限度（世帯の所得により上乗せ後、90 万円を限度）。
ただし、上乗せは平成 31 年 3月 31 日まで。
問合　建築住宅課（市役所 2階 23 番窓口）

あなたのアイデアを実現しませんか

　

　市内の「あき家」「あき店舗」をリノベーションし活用す
る起業・創業者から地域貢献につながる提案を求め、審査
のうえ、優秀１点に対し、提案内容を実現するために必要
なリノベーション費用の一部、最大 250 万円を補助します。

　市内での定住を目的として、「あき家」「あき部屋」のリ
ノベーションによる資産価値向上につながる提案を求め、
審査のうえ、優秀１点に対し、提案内容を実現するために
必要なリノベーション費用の一部、最大 150 万円と家賃 3
万円（上限）を 1年間、補助します。

２つの “ あき家活用モデル事業者募集 ”はじまる

起業支援
Pick　up!!
　市では、「あき家」を活用し起業支援と若者応援を実施します。

若者支援

応募期間　6月 1日㈮～ 29 日㈮まで
一次審査　7月上旬（書類審査）
二次審査　8月上旬（プレゼンテーション）
受賞者発表　8月中旬（予定）

スケジュール
　詳しくは、ホームページ掲載の応募要項など
をご覧ください。なお、応募相談を 6月 15 日
㈮まで行っています。
問合　建築住宅課（市役所 2階 23 番窓口）

　募集のページ
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　地方自治体の歳出を分類する方法には、経済的性質に分類した「性質別
経費」と、行政目的に分類した「目的別経費」があり、それぞれ右のグラ
フのとおりとなっています。
　地方自治体の経費を性質別にみると、「義務的経費」・「投資的経費」・「そ
の他の経費」に分類することができます。「義務的経費」とは支出が義務付
けられており、任意に節減することのできない経費（人件費・扶助費・公債費）
で、「投資的経費」とは学校や道路などの建設・整備に要する経費です。そ
して、歳出全体から「義務的経費」および「投資的経費」を除いた経費を「そ
の他の経費」としています。
■ 性質別内訳
【義務的経費】
　義務的経費は、前年度と比較して0.1％増の 155億 5,572万円（2,038
万円の増）、歳出全体の 59.3％としました。扶助費については、生活保護
費のほか、高齢者、児童、障がい者などに対する社会保障関係費として
2.1％増の 85 億 6,932 万円（1億 7,502 万円の増）、人件費は 0.9％減の
40 億 2,207 万円（3,778 万円の減）と見込み、市債の償還に係る公債費
については、3.8％減の 29 億 6,432 万円（1 億 1,686 万円の減）と見込
んだことによるものです。なお、直近５年間の扶助費の推移については下
のグラフをご参照ください。
【投資的経費】
　投資的経費は、前年度と比較して 32.4％減の 7 億 1,779 万円（3 億
4,432 万円の減）、歳出全体の 2.7％としました。これは、えびす認定こど
も園施設整備事業、消防庁舎移転にかかる通信機器移設工事、南海本線連
続立体交差事業、橋りょう補修事業の減などを見込んだことによるもので
す。
【その他の経費】
　その他の経費は、前年度と比較して 2.0％増の 99 億 7,397 万円（1 億
9,997 万円の増）、歳出全体の 38.0％としました。これは、下水道事業特
別会計繰出金を 14 億 6,000 万円（1 億 4,604 万円の増）、介護保険事業
特別会計繰出金を 8 億 707 万円（5,028 万円の増）など見込んだことに
よるものです。

■ 歳出の概要

262億
4,748万円

▷扶助費
85億 6,932 万円
（32.7％）

歳出
▷人件費
40億 2,207 万円
（15.3％）▷公債費

29億 6,432 万円
（11.3％）▷投資的経費

7億 1,779 万円
（2.7％）

▷繰出金
44億 6,683 万円
（17.0％）

…投資的経費
…義務的経費

…その他の経費

▷物件費
30億 6,625 万円
（11.7％）

▷補助費等
20億 8,304 万円
（7.9％）

▷積立金
2億 1,597 万円
（0.8％） ▷維持補修費、予備費、

貸付金　1億 4,189 万円
（0.6％）

歳 出 使 い み ち の「性 質」別 内 訳 グ ラ フ

■ 扶助費の推移

73.1
億
円

73.1
億
円

75.1
億
円

80.1
億
円

82.1
億
円

79.5
億
円

262億
4,748万円

①民生費
125 億 5,515 万円
（47.8％）

②公債費
29億 2,154 万円
（11.1％）

③土木費
26億 4,738 万円
（10.1％）

④衛生費
26億 1,700 万円
（10.0％）

⑤総務費
21億 3,080 万円
（8.1％）

⑥教育費
17億 8,726 万円
（6.8％）

歳出

歳 出 使 い み ち の「目 的」別 内 訳 グ ラ フ
⑦その他
15億 8,835 万円
（6.1％）

歳 出 市 民 一 人 あ た り の 予 算
平成 30年度の歳出予算額を、市民１人あたりに置き直すと…

①民生費（高齢者や障がい者、児童の福祉に）
②公債費（借入金の返済に）
③土木費  （道路・河川・公園整備に）
④衛生費（ごみ処理や病気予防に）
⑤総務費（窓口業務や税金徴収に）
⑥教育費（学校、公民館、生涯学習に）
⑦その他（消防活動、防災、議会運営、商工、
農林水産業に）

16万 6,872円
3万8,831円
3万 5,187円
３万4,783円
2万8,321円
２万3,755円
２万1,110円

●市民一人あたりの歳出額…34万8,859円（205円の減）
(621円の減）
(1,387円の減）
（3,427円の増）
(1,643円の減）
(508円の増）

（1,079円の増）
（1,568円の減）

平成 30年度の歳入における市税予算額を市民１人あたりに置き直すと…
※平成 30年１月１日現在　住民登録人口 7万 5,238 人で計算

※平成 30年１月１日現在　住民登録人口７万 5,238 人で計算

●市民一人あたりの市税負担額…14万9,582円

88.1
億
円

85.7
億
円

13 広報いずみおおつ　平成30年5月号

平成 30 年度  泉大津市予算
一般会計は前年度比 0.5％減の 262 億 4,748 万円

一般会計
特別会計
企業会計
計

262億4,748万円
196億6,887万円
88億 8,383万円
548億      18万円

平成 30 年度（Ａ）会 計 名 平成 29 年度（Ｂ） 増減額（Aー B）
263億 7,146万円
212億7,146万円
90億2,907万円
566億 7,199万円

▲  1億 2,398万円
16億    259万円
1億4,524万円
18億7,181万円

0.5％
7.5％
1.6％
3.3％

▲
▲

▲
▲

▲

増 減 率

　歳入は、市税や使用料・手数料など地方自治体の権限で収入でき
る財源「自主財源」と、地方交付税や国府支出金など国や府の意思
決定に基づき交付される財源「依存財源」に分けることができます。
【自主財源】
　自主財源は、前年度と比較して 0.3％増の 127 億 1,014 万円
（2,285 万円の増）、歳入全体の 48.4％と見込みました。このうち、
自主財源の柱である市税は、法人市民税を 12.9% 増の 9 億 1159
万円（1 億 448 万円の増）と見込んだものの、固定資産税の減収を
中心に見込み、0.4% 減の 112 億 5,424 万円（4,036 万円の減）
としました。
　また、税外収入については、前年度と比較して 4.5％増の 14 億
5,589万円（6,320万円の増）としました。

【依存財源】
　依存財源は、前年度と比較して 1.1％減の 135 億 3,734 万円（1
億 4,682 万円の減）、歳入全体の 51.6％と見込みました。この主な
減の要因としては、南海本線連続立体交差事業に伴う委託金や老人
医療費等助成事業補助金の減などにより、府からの支出金が減とな
ることや、市債を16億 1,570万円（２億3,370万円の減）と見込
んだことによるものです。
　地方消費税交付金については12億3,000万円（5,000万円の減）
と見込み、このうち５億600万円（2,100万円の減）は社会保障財
源交付金として、障がい福祉事業などの社会保障関連経費に充てら
れます。

■ 歳入の概要

■ 平成 30年度 当初予算

■ 一般会計の市債と基金の残高見込み
　（平成30年２月現在）

262億
4,748万円

▷市税
112 億 5,424 万円
（42.9％）

歳入

▷税外収入（※）
14億 5,589 万円
（5.5％）

※税外収入…諸収入、使用料および手数料、繰越金、分担
　　　　　　金および負担金、財産収入、繰入金、寄附金

▷国庫支出金
50億 4,761 万円
（19.2％）

…自主財源

（　）内…予算に占める割合

▷地方交付税
34億 6,000 万円
（13.2％）

▷府支出金
18億 804 万円
（6.9％）

▷市債
16億 1,570 万円
（6.2％）

▷譲与税･交付金
16 億 600 万円
（6.1％）

…依存財源

※表示単位未満を四捨五入している関係で、計が一致しないことがあります

【平成 30年度予算の内容】
　一般会計をはじめとする平成 30 年度当初予算が３月議会で可決されましたので、その概要をお知
らせします。
　一般会計、特別会計、企業会計の全会計における総額は、前年度比 3.3％減の 548 億 18 万円、う
ち一般会計は前年度比 0.5％減の 262 億 4,748 万円、特別会計は前年度比 7.5％減の 196 億
6,887 万円となりました。　　

市債残高
基金残高

278億 1,173万円
9,801万円35億

▲
▲
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238万円 (+1万円 )

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

収 入 支 出

おづみんの家計簿
30 年度の本市一般会計当初予算を、家計簿におきかえてみると…？

おづみんの「収入」

おづみんの家計簿の円グラフ

おづみんのローンと貯金（平成 30年２月現在）
※（　）内は前年度比

※（　）内は前年度比

歳 入 おづみんの「支出」歳 出

収 入 の 内 容 収 入 額 支 出 の 内 容 支 出 額
会社からの給料
パート・家賃収入

不動産収入
銀行などからの借入金
貯金の取崩し
前年度からの繰越
1年間の収入合計

実家からの援助

225万円  (▲1万円 )
11万円 　　  (±0)

9万円         (±0)
32万円 (▲5万円 )
    8万円　　 (±０)
200円        (±０)

523万 200円 (▲5万円 )

ローン
貯金（現金）

556万円（▲17万円）
72万円 （+19万円）

食費
光熱水費
医療費・介護費用など
ローンの返済
家・車の修理代など
会費・お祝い金など
子どもへの仕送り
家の増改築・
車の購入代など
友人へ貸したお金
貯金
1年間の支出合計

81万円       (±０)
61万円 (+3万円 )
171万円 (+3万円 )
59万円 (▲3万円 )
2万円 (▲1万円 )
42万円 (▲3万円 )
89万円 ( +4万円 )

 200円        (±０)
4万円 (▲1万円 )

523万200円 (▲5万円 )

14万円 (▲7万円）

▷会社からの給料
　43.0％ ▷食費

　15.5%

▷医療費･介護費用など
　32.7%

▷ローンの返済
　11.3％

▷子どもへの仕送り
　17.0％

▷光熱水費 11.7％

▷その他
　11.8％▷実家からの援助

　45.5％

▷その他
　11.5％

　ここでは、泉大津市の平成 30 年度の予算を「おづみんの家計簿」に置き換えて
います。イメージがつきやすいように 5,000 分の１に縮小してみました。家計簿な
ので単純に比べられないところもあります。あくまでも参考としてご覧ください。

財政用語解説【歳出―目的別】
議会費
市議会に関する経費です。
総務費
市の運営経費や広報、統計調査、税、戸籍、選挙などの経費です。
民生費
高齢者や障がい者、子どもの福祉に関する経費や国民健康保険、介護保
険、後期高齢者医療への各特別会計に対する繰出金事業などの経費です。
衛生費
保健衛生や清掃費、火葬場の維持管理、市営墓地の維持管理、病院事業
会計繰出金事業などの経費です。
農林水産業費
農業や水産業の振興などの経費です。
商工費
商工業の振興や労働者対策などの経費です。

歳出の行政目的別に分けた際の名称について解説します。

土木費
道路、河川、港湾、公園、都市計画事業、下水道事業会計繰出金事業、
市営住宅管理運営などの経費です。
消防費
消防体制の維持や消防活動の経費です。
教育費
学校教育や社会教育・スポーツ・文化などの経費、生涯学習施設
の運営経費などがあります。
公債費
市債返済のための経費です。
予備費
予定していない急を要する費用に充てるための経費です。
諸支出金
他の支出科目に含まれない経費をまとめたものです。
（例）土地取得事業特別会計繰出金事業などがあります。
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